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 全国的な少子高齢化の進展による人口減少など、刻々と変化していく社会情勢に対応する

ため、市民・事業者・行政など地域の主体がともに支え合い、より主体的にまちづくりを担

うことが求められています。 

 観光分野を取り巻く背景として、令和２（２０２０）年以降新型コロナウイルス感染症感

染拡大の影響により、行動制限などがあり、その状況は大きく変化しました。 

こうした中、鎌ケ谷市では、平成２５（２０１３）年度に策定した「観光ビジョン」に基づ

き「市民」が作る【鎌ケ谷ストーリー】による観光推進を基本理念に、様々な施策に取り組ん

できましたが、現計画の計画期間が令和５（２０２３）年度（新型コロナウイルス感染症の

影響により期間を１年延長）をもって終了します。 

そこで、これまでの取組の検証と見直しを行い、現状の課題に対応した施策である具体的

な取組をまとめ、「第２期 鎌ケ谷市観光ビジョン（以下「観光ビジョン」という。）」を策定

します。 

  

 

 

  観光ビジョンは、市政運営の基本方針である「鎌ケ谷市総合基本計画」に則り、「【政策

７】産業 【施策２】商工業の振興及び観光施策の充実（重点施策）」のねらいを実現する

ための具体的な取組をまとめた個別計画として位置づけます。 

  また、これらの取組を市民・事業者・行政の中で共有することにより、観光施策を通じ

たにぎわいの創出を実現し、鎌ケ谷市の魅力を向上させるための羅針盤としての役割を担

います。 

 

 

 

  観光ビジョンの対象期間は、令和６（２０２４）年度から令和１４（２０３２）年度（鎌

ケ谷市総合基本計画の最終年度に合わせたスケジュール）とします。 

  なお、今後の社会変化を踏まえて修正が必要となった場合は、速やかに見直しを行いま

す。 

 

 

 

 

はじめに 

１ 趣旨 
 

２ 位置づけ 
 

３ 期間 
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未 来 像 

第１章 

この章では、本観光ビジョンに基づき観光施策を実施した先にある、目指すべき

未来の鎌ケ谷市を表現しました。 
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未 来 像 第１章 

第１章 未来像 

©グラハム子 
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※本観光ビジョンにおけるストーリーとは、地域資源ができあがるまでの過程における製作者など関係者のさまざまな想いや苦労な
どのこと。訪問者が共感するとともに、地域や地域の人々とのつながりを求め、鎌ケ谷市への愛着なども深まることが期待される。 

こんな未来像を目指して 

・市内事業者や団体、他自治体等と積極的に連携が行われており、鎌ケ谷市でしか体験できないイベント 

が開催されています。 

・市民が安心して過ごせ、市外からの来訪者を受け入れる 

ための環境が整備されています。 

・市民や市内事業者が協力し参加するイベントや事業が開 

催され、本市への愛着や誇りを持つきっかけとなり、観 

光意識の向上が図られています。 

・行政だけでなく、市民や事業者による情報発信が行われて

おり、必要な情報が必要な人にしっかりと届いています。 

 

・本市の特産品や文化財など観光資源におけるストーリーが市民に伝わっており、地域資源の魅力が向上

しています。 

 

第１章 未来像 
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第２章 

鎌ケ谷市のいま 

この章では、これまで鎌ケ谷市が実施してきた取組を振り返るほか、アンケート

やワークショップから、鎌ケ谷市の現状を分析しました。 
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 総合産業と言われている観光業を振興するためには、市民・事業者の協力が不可欠である

ことから、策定するにあたり「鎌ケ谷市の現状の客観的な把握」と「市民・事業者とともに作

ること」が重要になります。 

 この考え方に基づき、観光ビジョンは、これまでの施策や社会動向の分析などに加え、市

民向けアンケートやワークショップ、パブリックコメントなどのプロセスを経て策定しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇アンケート：令和４（２０２２）年度に実施 

  鎌ケ谷市の観光における強みや、市民ニーズを把握するため、公共施設やイベント等で、 

市民・市外居住者・市内事業者を対象にアンケートを行いました。 

 

〇ワークショップ：令和４（２０２２）年度に実施 

 具体的アクションを検討するため、市民・市内事業者・市職員を交えてワークショップを 

３回行いました。 

 

 

 

 

 

鎌ケ谷市のいま 

１ 現状と課題を把握するためのプロセス 

第２章 

１ 

社会動向の把握 
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 平成２５（２０１３）年度から令和５（２０２３）年度までを計画期間とするの「鎌ケ谷

市観光ビジョン」で定めた５つの基本方針に基づいて、主に以下の取組を行い、一定の成果

を上げたものの、課題も残っています。 

 

 

・鎌ケ谷市特産品の充実と効果的なＰＲ 

 北海道や沖縄県でのイベントをはじめ、各イベントにて梨及

びふるさと産品のＰＲをしたほか、他事業においてもふるさと

産品を賞品にするなど、積極的な活用を行いました。また、鎌

ケ谷市の地域特産品を販売する「企業組合鎌ケ谷ブランド館」

が開店し、「かまたんカレー（甘口）」「鎌ケ谷プレミアム梨カレ

ー（中辛）」「鎌ケ谷梨サイダー」「かまたん梨肉まん」「かまた

んスナック」などの新商品が販売されました。 

 

 

 

・観光タウンミーティングの開催 

公募により一般市民が参加し、観光施策に係る意見交換を

行うワークショップを開催したほか、川村学園女子大学と連

携を図り、学生の協力により市内事業者の情報を発信する取

組を展開しました。 

 また、県立鎌ヶ谷高等学校料理研究部と連携し、鎌ケ谷市

ふるさと産品のＰＲ、市内事業者の協力を得てオリジナルメ

ニューの開発やオリジナル調味酢の商品化を実現しました。 

 なお、観光ビジョンの策定にあたり、ワークショップで出た意見は、本章の４．（２）「ワー

クショップからわかったこと」における「■ワークショップの主な意見」に掲載しています。 

 

・市民及び市内事業者の連携による付加価値の増進 

鎌ケ谷市には北海道日本ハムファイターズのファーム本拠地であるファイターズ鎌ケ谷ス

タジアムがあることから、同球団を共有資源とする地域との連携を強めており、鎌ケ谷市商

工会に事務委託をし、北海道札幌市及び沖縄県名護市・国頭村で本市のふるさと産品を販売

する特産品販売事業を実施しました。 

 

 

 これまでの主な取組 ２ 

基本方針１ 参加型観光推進体制の構築と基盤整備 

基本方針２ 鎌ケ谷市民・事業者の意識向上 

第２章 鎌ケ谷市のいま 
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・特色を活かしたフットパスマップの作成 

市内に菓子製造販売事業者が多いという鎌ケ谷市の特色を

活かし、「地域の賑わいと消費の創出」を目的として、市内の

おかし
．．．

なスポットとお菓子
．．．

屋さんを掲載した「おかしな鎌ケ谷

マップ」を作成し、公共施設やイベントで配布しました。 

 

 

 

・ＳＮＳ、口コミを利用したバズマーケティングの展開 

ＳＮＳを使った情報発信については、市公式の「Ｆａｃｅｂｏｏｋ」「Ｘ（旧Ｔｗｉｔｔｅ

ｒ）」を活用しており、令和４（２０２２）年度以降「鎌ケ谷市長公式ＹｏｕＴｕｂｅチャン

ネル」を開設したほか「Ｉｎｓｔａｇｒａｍ」や「ＬＩＮＥ」を活用した情報発信にも取り組

んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※フットパス：森林や田園地帯、古い街並みなど地域に昔からあるありのままの風景を楽しみながら歩くこと。 

※エンゲージメント総数：利用者が起こしたポストに対するいいねや返信、リポストなどの反応の合計数。 

※バズマーケティング：人為的に口コミを発生させて商品等の特徴や感想などを周りに広めていくマーケティング手法のこと。 

※インプレッション：利用者のタイムラインまたは検索結果にポストが表示された回数。 

          なお、産業フェスティバルについてのポストは、北海道日本ハムファイターズのマスコットであるＣ・Ｂ

（愛称：カビー）アカウント（フォロワー約 13万人）がリポストをした効果で増加。 

基本方針３ 口コミやマスメディア等を活用した情報発信 

 

■ 産業フェスティバルについてのポスト（投稿日：令和５年１０月２０日） 

インプレッション ４７，８７５    エンゲージメント総数 ７７７ 

 

■ 市民まつりについてのポスト（投稿日：令和５年１０月１３日）  

 インプレッション  ３，０２６    エンゲージメント総数 ２５１ 

 令和５（２０２３）年度中の鎌ケ谷市公式Ｘにおけるポストアクティビティ 

 

参考 

 

第２章 鎌ケ谷市のいま 
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・地域資源のストーリー化の推進 

令和元（２０１９）年度以降の観光タウンミーティングにおいては、

市内で活動する「人」に焦点を当て、作り手の想いや製品の歴史を取

材し、情報発信することで製品のプロモーションを行いました。 

また、市の特産品である梨の剪定枝のチップは、カブトムシの産卵

場所として好まれる傾向があることから、「カブトムシゆかりの故郷」

として「カブトムシプロジェクト」を実施しました。 

 

・キャラクターの周知 

鎌ケ谷市マスコットキャラクターかまたんは、精力的に活動し

ており、市内外のイベントに積極的に参加するなどして、Ｘ（旧

Ｔｗｉｔｔｅｒ）のフォロワー数は４，８００人を超え、一定数

のファンを獲得しています。 

 また、Ｉｎｓｔａｇｒａｍ「かまたび」を開設し、更なる情報

発信にも努めています。 

 

・鎌ケ谷市の歴史の再生 

国史跡下総小金中野牧跡（捕込や野馬土手）の周知普及を目的とした「とっこめ桜まつり」

「とっこめ寄席」「とっこめ塾」を実施しております。また、「鎌ケ谷市民まつり」では、野馬

というキーワードから、南相馬市から相馬野馬追を招致しています。 

また、文化財の保存、活用方針などを定める「文化財保存活用地域計画」を作成し、文化庁

に認定されました。さらには、国登録有形文化財澁谷家住宅の用地取得を行い、保存・活用

に向けて計画の策定を進めています。 

 

・鎌ケ谷グルメの推進 

 本市の農産物の活用や歴史にまつわる食メニュー（ストーリー

性のある食メニュー）を通じて、国内外の人に鎌ケ谷を知っても

らい、来てもらうことを目的におもてなしレシピブックを作成し

ました。 

また、観光タウンミーティングにおいては、県立鎌ヶ谷高等学

校料理研究部と市内事業者の連携で、生徒が地域の特徴を調べる

ところから、商品の企画提案を行い、「かまなしーす」という調味

酢が商品化されました。 

 

 

 

基本方針４ 地域ストーリーを重視した観光資源の魅力向上 

第２章 鎌ケ谷市のいま 
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・３大コンテンツ間の回遊性向上 

 「かまがやグルっとキャンペーン」と題し、市内の宿泊施設や観光施

設（フルーツ園など）で使える割引チケットを販売することで、市内へ

の来訪を図り、併せて「ファイターズ鎌ケ谷スタジアム」、「鎌ケ谷大仏」、

「梨園・ぶどう園など」の３大コンテンツに二次元コードを設置し、回

遊性向上をさせるためのスタンプラリーを実施しました。 

 

・北海道日本ハムファイターズの積極的なＰＲ及び他自治体とのファイ

ターズ資源共有化と連携強化 

北海道日本ハムファイターズと連携し、市長によるトッ

プセールスとして、当時の本拠地である札幌ドームや、春

季キャンプ地である沖縄県の名護市、国頭村で梨やふるさ

と産品をＰＲするイベントを実施しました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施して見えてきた課題 

・ＳＮＳによる情報発信は、単に発信しているだけではフォロワー数や閲覧数も伸びな 

いことから、時間をかけて効果的な戦略（市民や団体が自ら情報発信する仕組み作り、 

インフルエンサーへの外部委託など）が必要です。 

・本市では温泉や絶景を見に行くといった一般的な観光ではなく、本市でしか体験でき 

ないイベントや本市にいる「人」の魅力を伝えて、また来たいと思ってもらえるよう 

な取組が必要です。 

 
※インフルエンサー：SNSでの情報発信やメディア等によって世間や人の思考、行動に対して大きな影響を与える人物のこと。 

基本方針５ 連携型観光事業の推進 

第２章 鎌ケ谷市のいま 
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「観光立国推進基本計画（令和５（２０２３）年３月３１日に閣議決定）」では、観光産業は裾

野が極めて広く、我が国の基幹産業へと成長するポテンシャルを有する総合産業と明記されてお

り、以下の３つの柱の下、総合的な戦略を推進していくことを掲げています。 

 

                 

 

 

 

第３次観光立県ちば推進基本計画では、「繰り返し選ばれる国際観光県ＣＨＩＢＡ」を目指すべ

き姿として、以下の３つの戦略を掲げています。 

 

     

 

   

また、第３次観光立県ちば推進基本計画では、県内を６つの地域に区分（鎌ケ谷市は東葛飾地

域）し、各地域の特性や課題があげられています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

持続可能な 

観光地域づくり戦略 

方 針 １ 

１  国の観光政策 

インバウンド回復戦略 

方 針 ２ 

国内交流拡大戦略 

方 針 ３ 

国内外からのリピーターを 

獲得できる観光地域づくり 

戦 略 １ 

本県の優位性を活用した 

国内外へのプロモーション 

戦 略 ２ 

観光ポテンシャルの 

磨き上げ 

戦 略 ３ 

※東葛飾地域６市：我孫子市、柏市、流山市、野田市、松戸市、鎌ケ谷市 

東葛飾地域の特性 

・ＪＲ、私鉄等公共交通機関が発達し、都内への通勤・通学者が多い地域です。 

・大消費地に隣接し、古くから野菜等を供給してきたことから、現在でも都市農業が盛んです。 

・旧街道沿いなどを中心に寺社仏閣や歴史的資源、古い町並みなどが残されており、観光ボラ

ンティアガイドの活動も盛んです。 

・「日本さくら名所１００選」にも選ばれた清水公園（野田市）の桜や本土寺（松戸市）のあじ

さいをはじめとして、季節を感じることができる公園や寺社、観光農園が充実しています。 

東葛飾地域の課題 

・県内でも人口密度が高い地域であり、古い市街地を中心に道路の幅も狭く、交通量が多い

ことから慢性的に交通渋滞が発生している上、駐車場が少ないことから、地域によっては

自動車による市街地へのアクセスに支障が生じています。 

・観光農園を支えてきた担い手の高齢化が進むとともに、後継者の確保が課題となっていま

す。また、農産品が豊富である一方、農産品を活用した地域を代表する特産品づくりが課

題となっています。 

・文化施設や史跡などの多くの資源を有しており、観光資源としての整備・活用が課題とな

っています。 

コラム 国・県の方向性 

２  千葉県の観光政策 
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鎌ケ谷市の人口は、近年ほぼ横ばいで推移して約１１万人となっていますが、将来的には

減少が続き、令和２７（２０４５）年時点では１００，１０４人になると見込まれます。 

 このような人口減少や少子高齢化は、地域社会の活力や労働力の確保に大きな影響を与え

るなど地域経済を脅かす要因となります。 

そのような中、観光振興により交流人口を増やすことで、消費活動の増加や雇用の創出な

ど、地域に幅広い経済波及効果をもたらすことが期待されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：令和元（2019）年・令和２（2020）年 鎌ケ谷市における「住民基本台帳人口（10 月 1日時点）の実績値」、 

令和７（2025）年度以降は推計結果（各年 10月 1 日時点） 

※この人口推計は、令和 2 年（2020）10月 1 日の住民基本台帳人口を基準日とし、国立社会保障・人口問題研究所
による本市の男女別・年齢別の将来生残率の推計値、本市の合計特殊出生率の実績値（令和元（2019）年：1.22）
を国立社会保障・人口問題研究所による全国の将来推計の増減率で補正した合計特殊出生率の推計値、本市の新生児

の出生における男女比を表す出生性比などに基づき算定しています。 

13,099 12,835 11,464 10,490 10,257 10,173 9,890 

66,041 65,781 66,070 65,045 61,551 
56,236 52,714 

15,627 15,295 
11,855 

11,536 
14,071 

17,109 
16,675 

15,324 15,976 
19,789 20,554 19,572 

19,259 
20,825 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

R1 R2 R7 R12 R17 R22 R27

0~14歳 15~64歳 65~74歳 75歳以上

実績 推計値 

（2019） 

 

 

 

（2020） 

 

 

 

（2025） 

 

 

 

（2030） 

 

 

 

（2035） 

 

 

 

（2040） 

 

 

 

（2045） 

 

 

 

110,091 109,887 109,178 107,625 105,451 
102,777 

100,104 

 鎌ケ谷市の現状と社会動向 ３ 

（１） 人口動態と高齢化の推移 
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 鎌ケ谷市の観光入込客数は増加傾向にありましたが、令和２（２０２０）年に新型コロナ

ウイルス感染症の影響により、大きく減少しましたが、令和４（２０２２）年にはイベント

も再開し始め、徐々に増加に転じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「鎌ケ谷らしさ」を感じさせるものについては、「名産の梨や梨ワインなどのふるさと産品」

が３９．６％と最も高く、次いで「ファイターズタウン鎌ケ谷（ファイターズ鎌ケ谷スタジ

アム）」が２９．２％となっております。 

 また、「市政に関する情報」については、「情報を得られている（得られている＋ある程度

得られている）」の割合が２９．５％となっている一方、「情報を得られていない（あまり得

られていない＋全く得られていない）」の割合は４７．５％となっています。約５割の人が情

報を得られていないことは、観光に限らず大きな課題であるため、より効果的な情報発信に

ついて、検討していく必要があります。 

 

 

66,807 68,999 67,599 66,906 66,705 64,119 60,719 
37,739 39,541 50,244 

155,792 139,662 

188,656 

240,011 

208,311 

256,601 

320,246 

111,393 
126,310 

130,989 

27,000 43,163 

100,539 

85,064 

55,262 

91,894 

23,210 

0 

0 

13,910 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

（2013） （2014） （2015） （2016） （2017） （2018） （2019） （2020） （2021） （2022） 

※観光入込客とは、日常生活圏以外の場所へ旅行し、そこでの滞在が報酬を得ることを目的としない者のことで、観光地点及 

び行祭事・イベントを訪れた者で把握するもの。本観光ビジョンでは、観光地点、行祭事・イベントの訪問者数に宿泊客数 
を加えたものとする。訪問者数、宿泊者数の把握方法は、千葉県が実施する観光入込客数調査と同じ。 

（単位：千人） 

249,599 

356,794 

391,981 

412,614 

330,278 

404,175 

251,824 

149,132 

165,851 

195,143 

（単位：人） 

宿泊客数 

施設 

イベント 

観光入
かんこういり

込 客 数
こみきゃくすう

の推移 （２）  
出典：鎌ケ谷市「観光入込客数調査」 
（各年実施） 

（３） 市民意識調査 出典：平成 30（2018）年「鎌ケ谷市市民意識調査」 

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4（年） 

ファイターズ鎌ケ谷スタジアム 95 78 130 179 148 196 263 59 68 73
鎌ケ谷カントリー倶楽部 60 60 58 60 60 59 56 51 58 57

ＹＯＳＡＫＯＩまつり 27 30
産業フェスティバル 0 13 15 15 12 22 23 0 0 13

市民まつり 85 70 43 69 0 0 0 0

施設内訳

イベント
内訳
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 新型コロナウイルス感染症の影響で観光需要は大きく減少し、市民の生活上の意識や行動

にも変化が表れています。市民向けアンケートによると、新しい生活様式により、遠出をす

る機会が減り、近場で活動する人が増えたことがわかりました。これまで当たり前であった

ことが、当たり前ではなくなり、人々の行動を制限せざるを得ない社会情勢となったことで、

「地元」を自分の居場所として、興味、関心を抱くきっかけになっています。 

一方で、地域のイベントなど人が集まって行う活動が難しくなったことや、外出自粛の影

響で、飲食業や交通産業、宿泊業をはじめとする多くの事業者が大きな打撃を受けました。 

今後も、新たな感染症や世界情勢などにより、人々の生活様式や価値観が変化していくこ

とが予想されるため、そういった変化に対応した鎌ケ谷らしい観光振興を考える必要があり

ます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 鎌ケ谷市を知らない県外の方（東京）が多く、県外（東京）に情報が届いていないことが

わかります。 

また、鎌ケ谷市のイメージについて「子育てしやすい」「教育環境が充実したまち」「スポ

ーツが盛んなまち」などでどう思うか調査をしたところ、いずれも「どちらでもない」とい

う回答が、一番多く、「魅力的な観光資源が存在するまち」との認識では、どちらでもない、

そう思わない、全くそう思わないで８８．３％ということがわかりました。 

このことから、鎌ケ谷市のイメージは、現状としては特になく、良いイメージも、悪いイ

メージもないため、今後、作っていくことができるものといえます。 

 

 

 

 

30.6 34.3 29.4 5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認知している 認知していない 

出典：R３（2021）鎌ケ谷市「鎌ケ谷市認知度アンケート」 

県外の方（東京）で鎌ケ谷市を認知している   千葉県内の方で鎌ケ谷市を認知している 

県外の方（東京）で鎌ケ谷市を認知していない  千葉県内の方で鎌ケ谷市を認知していない 

（４） 新型コロナウイルス感染症などによる社会変化 

（５） 鎌ケ谷市の知名度 
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 「観光ビジョン」を策定するにあたり、市民・市外居住者・事業者に対し、鎌ケ谷市の観

光振興に関するアンケート及びワークショップを実施しました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 住み始めたきっかけは、上位から「魅力的な物件」が２４．３％、「家族等が近くにい

る」が２２．０％、「代々鎌ケ谷市に住んでいる」が１８．７％となっており、通勤もしや

すく価格も手ごろで、丁度良い立地であったことが考えられます。ずっと住み続けたいと思

われる街であるために本市によりよいイメージを持っていただくための施策を実施する必要

があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 男女ともに３０歳代以下は市のホームページから、４０歳代以上は広報紙から情報を得て

いる人が多いことがわかりました。 

つまり、ターゲット毎にＰＲツールは使い分ける必要があるといえます。 

また、情報を探している人には広報紙やホームページから情報が届いているが、探してい

ない人には届かないため、そういった層に気づかせるには口コミが重要であると考えられま

す。 

 

 

出典：R4（2022）鎌ケ谷市「鎌ケ谷市の観光振興に関するアンケート」から上位のみ抜粋 

16.1%

17.8%

18.7%

22.0%

24.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

都心へのアクセスが良いから

通勤や通学がしやすい

代々鎌ケ谷市に住んでいる

家族・親戚・友人が近くに住んでいるから

魅力的な物件（価格・間取りなど）があったから

調査対象 鎌ケ谷市に居住する男女６５１名 

調査時期 令和４（２０２２）年９月１日（木）～１２月３１日（土） 

調査方法 公共施設に設置、産業フェスティバルなどイベントで実施 

 

市民向けアンケート 

Ｑ．鎌ケ谷市に住み始めたきっかけは何ですか。（複数回答可） 

 みんなの声を聞く ４ 

（１） アンケートからわかったこと 

鎌ケ谷市に住み始めたきっかけは立地的要因 

 

ターゲット毎にＰＲツールは使い分け！人を動かすには「口コミ」 
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 欲しいと思う情報については、「イベント・祭りに関する情報」の５８．７％に次いで、「飲

食店などのお店の情報」が４９．５％と高く、これらの情報を市民に届けられる仕組みを検

討する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ファイターズ鎌ケ谷スタジアム」、「鎌ケ谷大仏」、「梨園・ぶどう園など」を観光の３大

コンテンツとして、様々な事業を実施してきたところですが、鎌ケ谷市で自慢できるものや

魅力については、「梨など農産品・特産品」、「北海道日本ハムファイターズ（ファーム）」が突

出して高くなっています。一方、鎌ケ谷大仏に代表される「史跡・文化財」は多くの方に魅力

が十分に伝わっているとは言い難い結果となりました。 

「梨」を活用した事業や「ファイターズ鎌ケ谷スタジアム」と連携した事業を実施すると

ともに、鎌ケ谷大仏に代表される「史跡・文化財」は、より多くの方に魅力が伝わるようにＰ

Ｒをする必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.8%

2.6%

17.1%

18.9%

23.0%

24.4%

29.8%

49.5%

58.7%

0% 20% 40% 60% 80%

未記入

その他

公共交通情報

名所・旧跡等の情報

公園等遊び場の情報

特産品の情報

観光農園や農産物直売所の情報

飲食店などのお店の情報

イベント・祭りに関する情報

10.6%

4.5%

5.8%

6.1%

10.1%

13.2%

27.2%

57.9%

63.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

未記入

その他

文化・芸術

特になし

史跡・文化財

イベントや祭り

豊かな自然

北海道日本ハムファイターズ（ファーム）

梨など農産品・特産品

出典：R4（2022）鎌ケ谷市「鎌ケ谷市の観光振興に関するアンケート」 

出典：R4（2022）鎌ケ谷市「鎌ケ谷市の観光振興に関するアンケート」 

Ｑ．あなたが欲しいと思う鎌ケ谷市の情報は何ですか。（複数回答可） 

Ｑ．鎌ケ谷市で自慢できるものや魅力（アピールすべき点）は何だと思いますか。（複数回答可） 

欲しい情報は「イベント・祭り」、「飲食店などのお店」 

アンケート結果からみる３大コンテンツ 
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市外からのイベント来訪者のうち８割が鎌ケ谷市に隣接する市の居住者であることがわか

りました。 

イベントは鎌ケ谷でしか見られない、体験できないような鎌ケ谷らしいイベントが効果的

であるといえます。（ファイターズと連携したイベント、スリランカフェスティバルなど） 

 

 

市外からの来訪者の約８割が５回以上来たことのあるリピーターであったことがわかりま

した。リピーターを大切にする施策を展開することで、口コミ等により新規の来訪者獲得に

も繋がると考えられます。 

このため、イベントは内容に変化を加え、飽きのこないものにしていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道日本ハムファイターズのファーム本拠地であるファイターズ鎌ケ谷市スタジアムが

あることについて、市民からの知名度は約９４％に対し、市外居住者からの知名度は約７１％

と、市外居住者には意外と知られていないことがわかりました。鎌ケ谷市といえばファイタ

ーズ、ファイターズといえば（北海道と）鎌ケ谷市となるように、鎌ケ谷市としてもっと全

面的にＰＲをすることや事業連携をしていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

調査対象 鎌ケ谷市外に居住する男女３１５名 

調査時期 令和４（２０２２）年９月１日（木）～１２月３１日（土） 

調査方法 公共施設に設置、産業フェスティバルなどイベントで実施 

 

市外居住者向けアンケート 

0.6%

7.0% 8.3% 79.7%

4.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

来たことがない １回 ２～４回 ５回以上 未記入

Ｑ．鎌ケ谷市へ何回来たことがありますか。 

出典：R4（2022）鎌ケ谷市「鎌ケ谷市の観光振興に関するアンケート」 

イベント来訪者の８割が隣接市から 

リピーターを大切に 

鎌ケ谷市といえば北海道日本ハムファイターズを目指して 

第２章 鎌ケ谷市のいま 
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欲しいと思う情報をみると、「イベント・祭りに関する情報」の６１．３％に次いで、「飲食

店などのお店の情報」が４３．２％と市民アンケートと同様に高いことがわかりました。滞

在時間と消費額は相関関係にあることから、滞在時間を延ばすために、観光コンテンツと一

緒に飲食店等のお店の情報を提供する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常の買い物をしに来るという割合が３１．７％と高くなっているため、市外居住者に向

けて情報発信をする際に、お店を情報発信の場として活用していくことは効果的であるとい

えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.7%

1.9%

10.2%

13.7%

16.2%

16.5%

26.0%

43.2%

61.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

未記入

その他

公共交通情報

公園等遊び場の情報

名所・旧跡等の情報

特産品の情報

観光農園や農産物直売所の情報

飲食店などのお店の情報

イベント・祭りに関する情報

出典：R4（2022）鎌ケ谷市「鎌ケ谷市の観光振興に関するアンケート」 

Ｑ．あなたが欲しいと思う鎌ケ谷市の情報は何ですか。（複数回答可） 

5.4%

6.3%

9.2%

16.5%

20.6%

25.4%

26.0%

31.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

通院

非日常の買い物（家具、家電、鎌ケ谷でしか買えないもの

など）

仕事

食事

通勤・通学

観光・遊び

趣味（サークル活動含む）

日常の買い物（日用品・食料品など）

Ｑ．あなたが鎌ケ谷市に来る目的は何ですか。（複数回答可） 

出典：R4（2022）鎌ケ谷市「鎌ケ谷市の観光振興に関するアンケート」から上位のみ抜粋 

観光コンテンツと飲食店の情報はセット 

鎌ケ谷市は日常の買い物をする場所 
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観光振興に対する取組について、２０．９％の事業者は取組をしており、このことから、

５社に１社は観光振興に関して取り組んでいるとの結果になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業者も観光振興をするうえで重要なことは「情報発信（５５．４％）」と考えているとい

うことがわかりました。積極的な情報発信として、情報発信を増やすほかに、ターゲットに

合った効果的な情報発信を行うことも一つの方法といえそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象 市内事業者１７７社 

調査時期 令和４（２０２２）年１０月１５日（土）～ 

令和５（２０２３）年１月１７日（火） 

調査方法 窓口及び郵送（給付金関係来場事業者、給付金決定通知に同封） 

 

事業者アンケート 

2.3%

76.3%

4.5%

7.3%

13.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

未記入

特になし

その他

自社の非営利事業としての取り組み

自社の営利事業としての取り組み

Ｑ．下記の項目の中で、貴社が行っている観光振興（地域の賑わい創出等含む）に対する取組はありますか。 

 
（複数回答可） 

13.0%

27.7%

27.7%

28.8%

35.6%

39.5%

55.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

インバウンドへの対応

業者間での連携

食の開発・提供

地域の魅力を伝えられる人材の育成

特産品やお土産品の開発・提供

行政や市民との協働

積極的な情報発信

Ｑ．事業者の立場として観光振興（地域の賑わい創出等含む）をする上で、重要なことは何だと思いますか。 

 
（複数回答可） 

出典：R4（2022）鎌ケ谷市「鎌ケ谷市の観光振興に関するアンケート」 

出典：R4（2022）鎌ケ谷市「鎌ケ谷市の観光振興に関するアンケート」から上位のみ抜粋 

観光振興に関する取組は５社に１社 

観光振興をするうえで重要なことは「情報発信」 

第２章 鎌ケ谷市のいま 
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 今後の鎌ケ谷市の観光振興について、「積極的に協力していきたい」が１５．３％、「でき

る範囲で協力していきたい」が６３．８％と、約８割の事業者が協力すると回答しており、

協力的な事業者が多いという結果となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 具体的な協力内容では、職場見学（体験）、情報発信、イベントへの参加が多いことがわか

りました。 

 特に、情報発信については市としても課題となっているため、事業者と連携し、課題を解

決していく方法を検討していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.3% 63.8% 19.2%

1.1%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

積極的に協力していきたい できる範囲で協力していきたい あまり協力したくない

まったく協力したくない 未回答

出典：R4（2022）鎌ケ谷市「鎌ケ谷市の観光振興に関するアンケート」 

Ｑ．今後の鎌ケ谷市の観光振興（地域の賑わい創出等含む）において、貴社のご意向をお伺いします。 

 

８割の事業者が観光振興に協力したいと回答 

職場見学（体験）や情報発信で連携 

第２章 鎌ケ谷市のいま 
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第１回 令和４（２０２２）年 

９月３０日 

１０時～１２時 

「趣旨説明」、「市民・職員から見た鎌ケ谷市の観光

について」 

第２回 令和４（２０２２）年 

１０月１４日 

１０時～１２時 

シナリオプランニング 

～ありたい未来像（ポジティブ未来像）～ 

第３回 令和４（２０２２）年 

１１月２日 

１０時～１２時 

シナリオプランニング 

～何もしない未来像（ネガティブ未来像）～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民（インターン含む） ９名 

市内事業者 ５名 

職員 １０名 

設定したテーマにおいて起こり得る不確実な未来の可能性を検討し、その結果をイン

プットして不確実な未来の可能性に備える対応策を検討すること。さらに、このステッ

プを繰り返すことで未来の捉え方をアップデートし続ける取組。 

今回のワークショップでは、「１０年後にこうありたいという未来の鎌ケ谷市」、「こ

のまま何も観光施策をしなかった１０年後の鎌ケ谷市」を想像し、そのためには何をす

るべきか、そうならないためには何をするべきか、を検討いたしました。 

シナリオプランニング 

（２） ワークショップからわかったこと 

実施概要 

参加者 

第２章 鎌ケ谷市のいま 
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・梨園の継続       ・どこかでいつもイベント（お祭り）をやっている 

・鎌ケ谷梨のブランド化  ・渋滞が解消されている 

・市民が市のおすすめを情報発信している     ・人がいっぱい来る 

・梨の加工品や地元の食品を食べられる店が多い   ・公園が多い 

・市の手続きがオンラインで完結する 

 

 

 

・梨園の観光地化（グランピングや公園、夜の梨狩りなど） 

・鎌ケ谷産の梨や果物を使い商品開発 

・公園が利用しやすくなる基準の緩和  

・学生が勉強できる場を作る 
 

 

 
 

・デジタルやＩＴ技術に関する高齢者向け講座 

・観光梨園等のＨＰを刷新する 

・ＳＮＳで宣伝をしっかり行う 

 

 

・梨農家が減る     ・空き家や空き地が増える    ・若者がいない 

・交流人口の減少    ・市の手続きがアナログのまま 

・デジタル化に追い付かない高齢者の増加 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
※DX：Digital Transformation の略でビッグデータなどのデータとデジタル技術を活用して、業務のプロセスを改善していく 

だけでなく、製品やサービス、ビジネスモデルそのものを変革するとともに、組織、企業文化、風土をも改革し、競争上 

の優位性を確立すること。 
※交流人口：何かしらの目的をもって地域へ訪れる人々のこと。（観光、スポーツ、レジャー、買い物、通勤・通学など、特に内

容は問わない。） 

 

【そのための施策】 

【１０年後こうありたいという未来像】 

【何も施策をしなかった１０年後の未来像】 

 

【そうならないための施策】 

・「梨（農業）」に関する施策（体験や商品開発の充実） 

・「イベント」の充実（ファイターズなど） 

・「公園」や「飲食店をはじめとした商業施設」の充実、「渋滞緩和（道路整備）」など、

ハード面による整備 

・「ＤＸ化」によるオンライン申請など手続きの簡略化 

・効果的な「情報発信」 

観光ビジョンに求められているもの 

ワークショップの主な意見 

第２章 鎌ケ谷市のいま 

・梨園お仕事体験ツアーの実施（農業体験） 

・ファイターズや鉄道会社とのコラボイベント 
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第３章 

基本理念と数値目標 

この章では、前章での分析結果を踏まえ、本計画の基本理念と数値目標を定めま

した。 
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これまでの観光ビジョンでは、市民や事業者の方々が鎌ケ谷市に愛着と誇りを持ち、それ

を市内外に発信することで、多くの人の交流と地域経済の活性化が図られ、「訪れてみたい」

「訪れて良かった」「住んでみたい」「住み続けたい」と思われるような「おもてなし」の心が

感じられるまちを目指し、「市民が作る鎌ケ谷ストーリーによる観光推進」を基本理念とし、

事業を実施してきました。本市のように観光資源が少ない中で観光振興を推進するためには、

その限られた地域資源にストーリーを付けることは今後も重要なことであるため、これまで

の観光ビジョンの基本理念及び５つの基本方針を継承することとします。 

また、前章での分析結果やワークショップの結果から、本市の持つ独自性をさらに深堀す

ることや実施している事業を土台に幅を広げていくことが重要であるといえるため、観光ビ

ジョンの基本理念を『「市民」が作る【鎌ケ谷ストーリー】による観光推進＋“鎌ケ谷らしさ”

のさらなる追求』とします。 

さらに情報発信の手法等について強化、明確化することで鎌ケ谷らしさをアピールするこ

とを強く打ち出していくこととします。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念と数値目標 第３章 

 基本理念 １ 

１ 参加型観光推進体制の構築と基盤整備 

２ 鎌ケ谷市民・事業者の意識向上 

３ 口コミやマスメディア等を活用した情報発信 

４ 地域ストーリーを重視した観光資源の魅力向上 

５ 連携型観光事業の推進 

これまでの観光ビジョンにおける５つの基本方針 

「市民」が作る【鎌ケ谷ストーリー】による観光推進 

＋ 
“鎌ケ谷らしさ”のさらなる追求 

基 本 理 念 

第３章 基本理念と数値目標 
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「市民」が作る【鎌ケ谷ストーリー】による観光推進

観光ビジョンに基づき事業を実施してきた結果・・・

アンケート調査

鎌ケ谷に行ってみたい！（トップセールス）

鎌ケ谷の梨大好きです（トップセールス）

今回の取り組みがきっかけとなって市内に広がってほしい

（令和２(2020)年度観光タウンミーティング）

写真展を見た方が商品を買いに来てくれた

（令和元(2019)年度観光タウンミーティング）

「市民」が作る【鎌ケ谷ストーリー】

による観光推進

継承

基本

方針

基本

方針

基本

方針

基本

方針

基本

方針

基本理念

鎌ケ谷市特産品の充実と

効果的なＰＲ

観光タウンミーティング

SNS・口コミを利用した

バズマーケティングの展開

キャラクターの周知

北海道日本ハムファイターズ

の積極的なPR及び他自治体と

のファイターズ資源共有化と

連携強化

北海道や沖縄県でのイベントをはじめ、各イベントにてふるさと産品のPR

をしたほか、他事業においてもふるさと産品を賞品にするなど、積極的な

活用を行った。

市民や事業者が自ら観光施策に取り組む事を期待した産学官連携事業。市内

事業者や高校生の活動に焦点をあてて、鎌ケ谷ストーリーを意識した情報発

信や商品開発を行った。

ＳＮＳを使った情報発信については、市公式の「Facebook」や

「X」を活用しており、令和４(2022)年度以降「YouTube」を開設した

ほか「Instagram」や「LINE」を活用した情報発信にも取り組んでいる。

公認マスコットキャラクターかまたんは、Xのフォロワー数は４，８００人を

超えるなど、市内外で一定数のファンを獲得しており、市の特産品である梨な

どのＰＲのため、イベント参加などで精力的に活動した。

北海道日本ハムファイターズと連携し、トップセールスと称し、当時の本拠

地である札幌ドームや、春季キャンプ地である沖縄県の名護市、国頭村で梨

やふるさと産品をPRするイベントを実施した。

観光入込客数調査

平成２３(2011)年

２５５，２４６人

令和元(2019)年

４０４，１７５人

アンケート結果 ワークショップ

結果

＋

新型コロナウイルス

感染症の影響などの

社会動向

さらに

新しい観光ビジョンで

踏まえるポイントを

プラス

“鎌ケ谷らしさ”のさらなる追求

基本理念

第３章 基本理念と数値目標 
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 令和元（２０１９）年に４０４，１７５人だった観光入込客数について、令和１４（２０

３２）年までに４５０，０００人とします。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 各種イベントでアンケートを行い、イベントの満足度８０％以上を維持します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

鎌ケ谷市総合基本計画基礎調査報告書（平成３１（２０１９）年３月）によると、地域が買

物客を引き付ける力を表す小売吸引力指数が０．６８で１を下回っており、他地域へ買物客

が流出していることが懸念されるため、商工施策と連動し、ニーズ変化に対応した観光施策

を実施することで、令和１４（２０３２）年までに周辺都市の平均の近似値である０．９以

上とします。 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

※小売吸引力指数：地域が買物客を引きつける力を表す指標であり、各市の人口１人当たりの小売販売額を県の１人当たりの小
売販売額で除することで算出されるものであり、１を上回っていれば、他地域の商圏から吸引しており、下
回っていると流出している。 

 

（１） 観光入込客数 

（２） 観光イベント参加者の満足度 

（３） 小売吸引力指数 

 数値目標 ２ 

第３章 基本理念と数値目標 

満足度 

８０％以上 

増やす 増やす 

減らす 

４０４，１７５人 ４５０，０００人 
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第４章 

２８のアクション 

この章では、第１章で描いた未来像と第２章で分析した結果を踏まえて、これか

ら実施すべき事業を「アクション」として掲載しました。 
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基本理念

重 点 １ 梨をコンセプトにしたイベントの実施 新 規

２ 市内を巡る仕掛けづくり

３ 新鎌ケ谷駅南口の活用 新 規

４ 公園の環境整備

５ 道路整備

６ デジタル技術の活用 新 規

７ 産業フェスティバル＆農業まつり

８ 市民まつり

９ ＮＩＣＯカマフェス

１０ かまがや朝市

１１ かまがやの花火

１２ スリランカフェスティバル

１３ 観光タウンミーティング

１４ 特派員 新 規

１５ 事業者と連携した情報発信 新 規

１６ ガイドマップの作製

１７ 市外イベントへの参加

１８ 職員間での連携会議 新 規

１９ かまたんを活用した取組

２０ 鎌ケ谷グルメの推進

２１ 鎌ケ谷市ふるさと産品の活用

重 点 ２２ 指定・登録文化財を中心とした文化財の整備・活用

２３ 春の牧ウマまつり 

２４ カブトムシプロジェクト

重 点 ２５ 北海道日本ハムファイターズや関係自治体との連携

２６ 事業者との連携強化

重 点 ２７ 職場見学（体験）・農業体験

２８ コンシェルジュの育成 新 規

基本方針５

連携型観光事業の推進
施策５-２　事業者、他団体との連携強化

施策５-１　北海道日本ハムファイターズとの連携強化

施策５-３　市民との協働

施策４-２　文化財のＰＲ

基本方針４

地域ストーリーを重視
した観光資源の魅力向上

施策４-１　鎌ケ谷市特産品の推進

施策４-３　地域資源のストーリー化の推進

基本方針 施   策 具体的アクション

 

基本方針1

参加型観光推進体制の
構築と基盤整備

施策１-１　新たな参加型イベントの構築

施策１-２　観光基盤の整備・充実

基本方針２

鎌ケ谷市民・事業者の
意識向上

施策３-２　職員に対する情報発信の意識化

施策３-３　鎌ケ谷市マスコットキャラクターかまたんの活用

施策２-１　市民及び事業者の連携による付加価値の増進

基本方針３

口コミやマスメディア等
を活用した情報発信

施策３-１　情報発信力の強化

施策２－２　市民が鎌ケ谷市を好きになる体制の推進

２８のアクション 第４章 

第１章で描いた未来像と第２章で分析した結果を踏まえて、これから実施すべき事業を「アクション」 

アクションのうち、３大コンテンツとしている「梨」、「ファイターズ鎌ケ谷スタジアム」、「鎌ケ谷大

表記し、新たに実施するアクションについては、「新規アクション」とし、「新規」と表記しています。 

また、年度ごとに本ビジョンに関する事業報告書を作成し、アクションの着手する時期や進捗などの 

なお、複数のアクションが連動することで、施策として最大限の効果を発揮することが期待されるこ 

 アクションの体系図 １ 

「
市
民
」
が
作
る
【
鎌
ケ
谷
ス
ト
ー
リ
ー
】
に
よ
る
観
光
推
進 

＋ 
 

〝
鎌
ケ
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〟
の
さ
ら
な
る
追
求 

 

第４章 ２８のアクション 



 

30 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

として掲載します。 

仏」に関するアクションは、特に重点的に取り組むアクションとして「重点アクション」とし、「重点」と 

 

状況を報告します。 

とを念頭に置いて、具体的アクションの実施に当たるものとします。 

第４章 ２８のアクション 

基本理念

重 点 １ 梨をコンセプトにしたイベントの実施 新 規

２ 市内を巡る仕掛けづくり

３ 新鎌ケ谷駅南口の活用 新 規

４ 公園の環境整備

５ 道路整備

６ デジタル技術の活用 新 規

７ 産業フェスティバル＆農業まつり

８ 市民まつり

９ ＮＩＣＯカマフェス

１０ かまがや朝市

１１ かまがやの花火

１２ スリランカフェスティバル

１３ 観光タウンミーティング

１４ 特派員 新 規

１５ 事業者と連携した情報発信 新 規

１６ ガイドマップの作製

１７ 市外イベントへの参加

１８ 職員間での連携会議 新 規

１９ かまたんを活用した取組

２０ 鎌ケ谷グルメの推進

２１ 鎌ケ谷市ふるさと産品の活用

重 点 ２２ 指定・登録文化財を中心とした文化財の整備・活用

２３ 春の牧ウマまつり

２４ カブトムシプロジェクト

重 点 ２５ 北海道日本ハムファイターズや関係自治体との連携

２６ 事業者との連携強化

重 点 ２７ 職場見学（体験）・農業体験

２８ コンシェルジュの育成 新 規

基本方針 施   策 具体的アクション

 

基本方針1

参加型観光推進体制の
構築と基盤整備

施策１-１　新たな参加型イベントの構築

施策１-２　観光基盤の整備・充実

基本方針２

鎌ケ谷市民・事業者の
意識向上

施策３-２　職員に対する情報発信の意識化

施策３-３　鎌ケ谷市マスコットキャラクターかまたんの活用

施策２-１　市民及び事業者の連携による付加価値の増進

基本方針３

口コミやマスメディア等
を活用した情報発信

施策３-１　情報発信力の強化

施策２－２　市民が鎌ケ谷市を好きになる体制の推進

基本方針５

連携型観光事業の推進
施策５-２　事業者、他団体との連携強化

施策５-１　北海道日本ハムファイターズとの連携強化

施策５-３　市民との協働

施策４-２　文化財のＰＲ

基本方針４

地域ストーリーを重視
した観光資源の魅力向上

施策４-１　鎌ケ谷市特産品の推進

施策４-３　地域資源のストーリー化の推進
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市民 事業者 行政 

○ ◎ ◎ 

取組主体 

  

新鎌ケ谷駅南口には、駅直結の商業施設やマンションの建設をはじめ、広場や

緑道の整備が予定されており、新鎌ケ谷駅周辺の在り方が大きく変わろうとし

ています。南口の整備は回遊性向上やにぎわいの創出に繋がることから、イベン

トの実施など、より有効な活用方法を検討します。 

■主たる関係課 

全課 

新規 

取組主体 ◎：主体として取り組む  ○：連携、協力を行う  △：参加する 

※市民には市民団体含む  ※事業者には農家含む 

 

施策１－１ 新たな参加型イベントの構築 

施策１－２ 観光基盤の整備・充実 

 

 具体的アクション ２ 

基本方針１ 参加型観光推進体制の構築と基盤整備 

 

 本市の特産品である梨をコンセプトに、近隣市はもちろん全国の梨農業者が出

展し、各地域の梨を味わえるような梨イベントを実施します。イベントでは、No.1

梨を決める投票イベントのほか、鎌ケ谷でしか体験できない他市との差別化をし

たイベントにします。（梨サミット、梨フェスタなど） 

■主たる関係課 

農業振興課、商工観光課 

新規 重点 

市民 事業者 行政 

△ ◎ ◎ 

取組主体 

１ 梨をコンセプトにしたイベントの実施 

 

千葉県や事業者と協働でデジタルスタンプラリーや謎解きイベントを実施す

るほか、学生の視点で市内の四季、歴史、魅力を再発見するため、高校生フォト

コンテストを実施し、市内観光スポットやダイヤモンド富士、かまがやスカイビ

ュー等の眺望のみならず、新たな市の魅力の発掘を図り、コンテストを通して発

信していくことで、更なる市内回遊性の向上や滞在時間の長期化を図ります。 

■主たる関係課 

商工観光課 

２ 市内を巡る仕掛けづくり 

市民 事業者 行政 

△ ◎ ◎ 

取組主体 

３ 新鎌ケ谷駅南口の活用 
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施策２－１ 市民及び市内事業者の連携による付加価値の増進 

基本方針２ 鎌ケ谷市民・事業者の意識向上 

市民 事業者 行政 

△ △ ◎ 

取組主体 

 

 公園は緑の保全や地域の人々の交流・憩いの場にもなるため、地域ニーズにあ

った環境整備に努めます。また、にぎわいの創出に向けた事業の実施について調

査研究をしていきます。 

■主たる関係課 

商工観光課、公園緑地課 

４ 公園の環境整備 

市民 事業者 行政 

  ◎ 

取組主体 

５ 道路整備  

 人を呼び込むには、そこに住む人たちや来訪者が、安心・安全に利用できる道

路環境が必要になるため、計画的な道路整備を進め、交通渋滞の緩和や交通安全

の確保に取り組みます。 

■主たる関係課 

道路河川整備課、道路河川管理課 

市民 事業者 行政 

 ○ ◎ 

取組主体 

６ デジタル技術の活用  

交流人口の増加や知名度向上を図るため、観光 DX を推進するなど、デジタ

ル技術の活用を検討します。 

■主たる関係課 

商工観光課 

新規 

市民 事業者 行政 

△ ◎ ◎ 

取組主体 

７ 産業フェスティバル＆農業まつり  

 鎌ケ谷市の産業や農業について、市民の認識と理解を深めることを目的に、各

事業者、団体による商品の販売や体験、展示などを行います。 

■主たる関係課 

農業振興課、商工観光課 

 

観光 DX：デジタル技術などの導入・利用によって、作業省力化やデジタル化を図るだけでなく、デジタル化によって収集される 
データの分析・利活用により、ビジネス戦略の再検討や、新たなビジネスモデルの創出といった変革を行うもの。 
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１１ かまがやの花火 

市民 事業者 行政 

◎ △ 〇 

取組主体 

９ ＮＩＣＯカマフェス 

市民 事業者 行政 

◎ 〇 ◎ 

取組主体 

１０ かまがや朝市 

市民 事業者 行政 

△ ◎ ◎ 

取組主体 

 

 市役所駐車場を会場とし、市内農家による収穫したての新鮮な野菜を販売し

ます。生産者と消費者を直接繋ぐことで、安心感や親近感が生まれるほか、地域

の交流の場ともなります。 

■主たる関係課 

農業振興課 

 

 ボランティアを中心とした「かまがやの花火実行委員会」により実施している

地域密着型の花火大会であり、鎌ケ谷市への愛着を醸成することを目的として、

市の PRや地域活性化を図ります。 

■主たる関係課 

企画財政課企画政策室 

８ 市民まつり 

市民 事業者 行政 

◎ 〇 ◎ 

取組主体 

 

 「鎌ケ谷」を再発見すること、結びつけること、発信することを目的に、事業

者、市民団体など、多様な人々が一体となり、相馬野馬追騎馬武者行列やステー

ジイベントなど、様々なイベントを実施します。 

■主たる関係課 

市民活動推進課 

 

 「街で子育て」を目指して、地域活性化や子育て世代同士の交流を図ることを

目的に、子育て世代と子どもが楽しめるブースやステージなど、様々なイベント

を実施します。 

■主たる関係課 

こども支援課 
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市民 事業者 行政 

 ◎ ◎ 

取組主体 

１５ 事業者と連携した情報発信 

市民 事業者 行政 

〇 〇 ◎ 

取組主体 

１３ 観光タウンミーティング 

市民 事業者 行政 

◎ △ 〇 

取組主体 

１２ スリランカフェスティバル 

 

 市民・事業者・行政で観光振興に関する意見交換や事業連携をするなど、協働

することで、市民・事業者に対し観光意識の醸成を図ります。 

■主たる関係課 

商工観光課 

 

 

 市の事業についてチラシ配架やポスター掲示、SNSなどにより情報発信して

くれる事業者を募集し、行政は協力事業者のリストを HP 等で公開します。事

業者による情報発信により、行政の発信では情報が届かない層にも情報を届け

ることが期待されます。 

■主たる関係課 

商工観光課 

 

 在日スリランカ協会などの主催で実施しているフェスティバルであり、料理

や体験などを通じて、スリランカに関する伝統や文化に触れ、多文化共生・国際

交流の推進を図ります。 

■主たる関係課 

企画財政課企画政策室 

 
施策２－２ 市民が鎌ケ谷市を好きになる体制の推進 

施策３－１ 情報発信力の強化 

基本方針３ 口コミやマスメディア等を活用した情報発信 

新規 

市民 事業者 行政 

◎  ◎ 

取組主体 

１４ 特派員  

 行政が発信できる情報の内容、方法には限りがあるため、公募により選ばれ

た人々による特派員制度を設け、情報発信の強化に努めます。これにより、行政

の情報発信では届かない層にも情報を届けることが期待されます。 

■主たる関係課 

商工観光課 

新規 
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１９ かまたんを活用した取組 

市民 事業者 行政 

〇 〇 ◎ 

取組主体 

１８ 職員間での連絡会議 

市民 事業者 行政 

  ◎ 

取組主体 

１７ 市外イベントへの参加 

市民 事業者 行政 

△ 〇 ◎ 

取組主体 

１６ ガイドマップの作製 

市民 事業者 行政 

 〇 ◎ 

取組主体 

 

 地域経済への波及効果を高めるには、来訪者に観光コンテンツと飲食店等の

お店の情報をセットで提供する必要があるため、お店の情報が掲載されたガイ

ドマップなどを作製します。 

■主たる関係課 

商工観光課 

 

 情報発信の方法や課題などを職員間で共有するための会議を開催します。 

■主たる関係課 

 全課 

 

 事業を実施する際には積極的にかまたんを活用し、PR に努めます。また、か

またんによる SNS を活用した情報発信を行うほか、子どもたちの身近な存在

になれるよう、かまたんと出会える機会を提供します。 

■主たる関係課 

農業振興課 

 

 

 市内のイベントだけでなく、近隣で開催される NEC グリーンロケッツ東葛

ホストタウンDayや柏レイソルホームタウンサンクスデー、千葉県観光物産展

をはじめ、東京スカイツリーでのイベントなど、市外のイベントにも積極的に

参加し、本市の PR を行います。 

■主たる関係課 

農業振興課、商工観光課、文化・スポーツ課 

施策３－２ 職員に対する情報発信の意識化 

施策３－３ 鎌ケ谷市マスコットキャラクターかまたんの活用 

新規 
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※AR：拡張現実と言い、スマートフォンやタブレット、サングラス型の AR グラスを通じてみることで、現実世界にデジタ情 

報の付加を可能にし、世界を拡張する技術。 
   VR：仮想現実と言い、専用のヘッドセットやゴーグルのデバイスを装着することで、100％バーチャルの世界に入り込んだ 

かのような体験ができる技術。 

 

 

市民 事業者 行政 

〇 〇 ◎ 

取組主体 

２２ 指定・登録文化財を中心とした文化財の整備・活用 

市民 事業者 行政 

 ◎ ◎ 

取組主体 

２１ 鎌ケ谷市ふるさと産品の活用 

市民 事業者 行政 

◎ ◎ ◎ 

取組主体 

２０ 鎌ケ谷グルメの推進 

 

 行政における各種イベントや事業における賞品として、鎌ケ谷市ふるさと産

品を積極的に活用していくほか、事業者にも鎌ケ谷市ふるさと産品を活用する

よう推進します。 

■主たる関係課 

 商工観光課 

 

 市内の事業者や教育機関と協力し、農産物や名産品を使ったメニューの開発

を行うなど、産官学連携を行い、地産地消に取り組みます。 

■主たる関係課 

商工観光課、農業振興課 

 

 

 国登録有形文化財澁谷家住宅や国史跡下総小金中野牧跡に加えて、市指定有

形文化財鎌ケ谷大仏や国登録有形文化財丸屋・丸屋離れをはじめとする地域の

拠点となる文化財を中心に整備を進めます。また、見学ルートの設定、文化財看

板の設置、ＡＲやＶＲなどのデジタル技術を用いた周知、普及に取 

り組みます。 

■主たる関係課 

文化・スポーツ課 

施策４－１ 鎌ケ谷市特産品の推進 

施策４－２ 文化財のＰＲ 

基本方針４ 地域ストーリーを重視した観光資源の魅力向上 

重点 

第４章 ２８のアクション 



 

37 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策４－３ 地域資源のストーリー化の推進 

重点 

２３ 春の牧ウマまつり 

市民 事業者 行政 

◎ △ ◎ 

取組主体 

 

 国史跡下総小金中野牧跡を PRするために、「馬」をキーワードにしたイベン

トとして、乗馬体験やガイド付き捕込見学などのとっこめ桜まつりやとっこめ

寄席などを実施します。 

■主たる関係課 

文化・スポーツ課 

 

２４ カブトムシプロジェクト 

市民 事業者 行政 

△ 〇 ◎ 

取組主体 

 

 カブトムシは、本市の特産品である梨の剪定枝チップを産卵場として好むこ

とから、本市に古くから生息しています。そのカブトムシをひとつの観光資源と

して磨き上げるため、北海道日本ハムファイターズと協力し、幼虫の配布イベン

トを実施します。また、保育園や小学校に配布を行い、飼育を通 

じて命の尊さを学ぶ機会を提供するとともに、郷土愛の醸成を図ります。 

■主たる関係課 

商工観光課 

施策５－１ 北海道日本ハムファイターズとの連携強化 

基本方針５ 連携型観光事業の推進 

２５ 北海道日本ハムファイターズや関係自治体との連携 

市民 事業者 行政 

 ◎ ◎ 

取組主体 

 

 北海道日本ハムファイターズやその本拠地である北海道北広島市やキャンプ

地である沖縄県名護市・国頭村と連携し、出張イベントや相互に情報発信を行

うなど、連携の強化を行います。 

■主たる関係課 

全課 
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市民 事業者 行政 

◎  ◎ 

取組主体 

２８ コンシェルジュの育成 

市民 事業者 行政 

△ ◎ ◎ 

取組主体 

２７ 職場見学（体験）・農業体験 

市民 事業者 行政 

 ◎ ◎ 

取組主体 

２６ 事業者との連携強化 

 

 「鎌ケ谷市観光コンシェルジュ制度」を設け、認定試験合格者には市から認

定証を授与します。コンシェルジュには、観光情報や観光プランを訪問者に提

供するサービスを行ってもらうほか、ＳＮＳ等を利用した本市に関する情報の

発信を行ってもらいます。 

■主たる関係課 

商工観光課 

施策５－２ 事業者、他団体との連携強化 

施策５－３ 市民との協働 

新規 

重点 

 

 市内に鉄道が 4 線通っている特徴を活かし、鉄道事業者と連携したイベント

をはじめ、商工業団体とイベントを開催するなど、市内事業者や団体との連携

を強化するとともに、成田空港まで直通の特急電車であるスカイライナーが新

鎌ケ谷駅に停車する優位性を活かし、乗換客を市内観光へ誘引することやイン

バウンド需要の取り込みを図ります。 

■主たる関係課 

全課 

 

 農業者を含む市内事業者における職場見学や体験を通じて、事業者の技術や

想いを知ることで、地元事業者への愛着の増進を図ります。市は職場見学（体

験）や農業体験を実施している事業者を HP で公表し、周知します。 

■主たる関係課 

商工観光課、農業振興課 
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 目指すべき未来像の実現に向け、観光振興を推進していくためには、市民・事業者・行政

といった様々な主体が相互に関わりを持ち、協力して行動に移し、各々の主体が積極的に参

画していくことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相互連携 

・本市の魅力向上のためのアイデアを出したり、 
イベントに参加するなど、積極的に観光振興に 
取り組みます。 

・積極的な情報発信を行います。 

・国・県・他自治体のほか、教育機関とも連携を図ります。 
・財源には交付金等の活用を検討します。 
・各主体が自主的に観光振興に取り組めるよう、 
支援を行います。 

（１） 推進体制 

 観光の推進について ３ 

第４章 ２８のアクション 

・観光振興の担い手として、新たな魅力づくりに 
 取り組みます。 
・積極的にイベントに参加するほか、情報発信を 
 行います。 

市 民 事業者 

行 政 
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推進体制の強化には、鎌ケ谷市に愛着をもち、積極的に市の魅力を発信する市民・事業者

が不可欠です。 

■ 鎌ケ谷市の情報に触れる機会の創出 

 鎌ケ谷市に愛着をもつ人を増やすためには、鎌ケ谷市を知っている層を増やすことが重

要で、多様な施策により観光資源の磨き上げを行っても、鎌ケ谷市を知らない人に、鎌ケ

谷市の観光資源に気づいてもらえるような情報を届けなければ成果は出ません。 

 鎌ケ谷市を知る機会を創出するための情報発信は、国籍、年齢、性別、グループ構成（フ

ァミリー層、カップルなど）、趣味・興味、その他様々な属性ごとに適切な情報発信（ＳＮ

Ｓ、広報紙など）を選択しなければ、情報が届かない点に注意をしなければなりません。 

 

■ 愛着度に応じた手法 

多くの人に市への高い愛着度を持っていただくことで、その方が情報発信等をし、市を

知る人が増えるという循環が生まれますが、愛着度は段階的に深まるものです。 

 そこで、愛着度を段階別に分け、現状の愛着度の状態から、さらに愛着を深めてもらう

ために必要なことや具体的な事業例を以下のとおりとします。 

 なお、日常的に市の情報に触れる機会の多い市民と、市を知る機会が少ない市外の方で

は状況が異なることから、市民向けと市外（国外）居住者向けで大別しています。 

 

市民に向けた事業の考え方 

ターゲットの状態 目指す方向性 必要なこと 具体的な事業例 

鎌ケ谷に興味が 

ない 

良さを知ってもらう 

・情報発信の充実 

・様々なイベント実施 

・市民を巻き込んだ事業

の実施（市民協働） 

・人材育成    など 

広報紙の充実 

ＳＮＳによる情報発信 

事業者と連携した情報発信 

鎌ケ谷の良さを 

知っている 

好きになってもらう 観光タウンミーティング 

鎌ケ谷市民まつり 

鎌ケ谷が好き 良さを語ってもらう 特派員 

コンシェルジュ 

市外（国外）居住者に向けた事業の考え方 

ターゲットの状態 目指す方向性 必要なこと 具体的な事業例 

鎌ケ谷のことを 

ほとんど知らない 

興味を引くような情

報で、少しでも良さを

知ってもらう 
・ターゲットを意識した

情報発信 

・様々なイベント実施 

・事業への参加（協働） 

・鎌ケ谷でしか体験でき 

ないことの提供 

など 

事業者と連携した情報発信 

ＳＮＳによる情報発信 

鎌ケ谷を知って 

いる 

良さを感じてもらい、

訪れてもらう 

産業フェスティバル 

スリランカフェスティバル 

ファイターズとの連携 

梨イベント 

鎌ケ谷が好きで 

よく行く 

 

いつまでも居たいと

感じてもらうことで、

住んでもらう 

移住支援 

（２） 推進体制の強化 

第４章 ２８のアクション 
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